
［ 保畔等からの事業所評価の集計結果（公表）
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叩店の累 保護者等数（児童数）〕ユ 回収数 13 割合 よ／％

チェック項目 はい どちらとも いいえ わから ご意見 ご意見を踏まえた
いえない ない 対応
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② 職員の配置数や専門性は適切であるか ／ユ ／ 

生活空間は、本人にわかりやすい構造化さ
れた環境になっているか。また、障害の特性に

③ 応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や
I/情報伝達等への配慮が適切になされている

か
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

④ となっているか。また、子ども達の活動に合わ
/3 せた空間となっているか

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分
⑤ 析された上で、児裏発達支援計画が作成さ ／ユ

れているか
児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及ひ移行支

罰
⑥ 援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支 ／／ ／ ／ 援内容から子どもの支援に必要な項目が適

な 切に選択され、その上で、具体的な支援内支 容が設定されているか援
の 児童発達支援計画に沿った支援が行われて提 ⑦ ／ 供 いるか I..). 

⑧ 
活動プログラムが固定化しないよう工夫され ；這り森拝枷＜ 底ば応芯喝ゼ碍OI刃而ているか II .2 に l' でt-::\Iで1

保育所や認定こども園、幼稚園等との父流 l y ・，， I 

⑨ や、障害のない子どもと活動する機会がある
/3 か

⑩
運営規程、利用者負担等について丁寧な

/3 説明がなされたか

畠 児童発達支援ガイドフインの「児童発達支
者 援の提供すべき支援」のねらい及び支援内
ヘ ⑪ 容と、これに基づき作成された「児童発達支

/3の 援計画」を示しながら、支援内容の説明がな
されたか

！釦ゲラム吋沼 召兄•長ニヅ｀’'/r冷吋
⑫

保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ 和雷れt勺,, 晶昂あa麟りI/ 汀．
ント ・ トレーニング等）が行われているか ぎ ⇒ 3 約 1 可．
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